
第三者保証

レンゴーグループ 環境データ集 2023

第三者保証

レンゴー株式会社では、環境データ集に記載する環境データ（化石エネルギー投入量、廃棄物エネルギー投入量および
再生可能エネルギー投入量、スコープ1・2のCO₂排出量およびスコープ3（カテゴリ3）の温室効果ガス 排出量）に
ついて、デロイトトーマツ サステナビリティ株式会社による第三者保証を受けています。

レンゴー株式会社（対象事業所敷地内の一部の関連会社を含む）および省エネ法特定事業者の製造拠点 

●保証範囲 

○ 2022年度の化石エネルギー、廃棄物エネルギーおよび再生可能エネルギーの投入量（売電分を除く）
○ 2022年度のスコープ1・2のエネルギー起源CO₂排出量（売電分を除く）、非エネルギー起源CO₂
排出量、CH₄排出量、N₂O排出量 

○ 2022年度のスコープ3（カテゴリ3）の温室効果ガス排出量 

●保証対象  

○ 「サプライチェーンを通じた温室効果ガス排出量算定に関する基本ガイドライン〈Ver.2.5〉」・化石エネ
ルギー投入量は、エネルギーの使用の合理化等に関する法律（省エネ法）に基づく単位発熱量を使用。

○ 廃棄物エネルギー投入量および再生可能エネルギー投入量は、（一社）日本経済団体連合会「低炭素
社会実行計画」の単位発熱量を使用。

○ CO₂、CH₄、N₂O排出量は、地球温暖化対策の推進に関する法律（温対法）に基づく排出係数を使用。
また、電気の 排出係数は、電気事業者ごとの排出係数（調整後排出係数）を使用。

○ スコープ1およびスコープ2の温室効果ガス排出量は、温対法に基づく単位発熱量および排出係数を
使用。また、電力の排出係数は、調整後排出係数を使用。 

○ スコープ3カテゴリー 3の温室効果ガスは、サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の
算定のための排出原単位データベース〈ver.3.3〉電気や熱（蒸気・温水・冷水）、IDEAv3.3（化石
燃料）の排出係数を使用。

●算定基準 
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